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3　山間部の生きもの（龍神山・高尾山・槇山）
　龍神山・高尾山・槇山など 500 から 700 ｍの山々が東西方向に連なり、

北の方で虎
とら

ヶ
が

峰
みね

から果
はて

無
なし

山脈に続いています。森林の大部分はウバメガ

シ萌
ぼうがりん

芽林ですが、その中に内陸に生えるアカガシ林やウラジロガシ林な

どの常
じょう

緑
りょく

カシ林や、コジイ林・スダジイ林などのシイ林やタブノキ林が

混生しています。また、この森林内にはタイミンタチバナ、トキワガキ、

ミミズバイ、カンザブロウノキ、バクチノキ、イスノキ、カクレミノなど、

多くの暖地性植物が生育して、紀南特有の	“ 熊野の森 ” を形づくってい

ます。山の中腹以下が開発されて果樹園になっているので、農薬汚染に

より昆虫などが少なくなっている地域もあります。それでも和歌山県下

では、貴重な種とみなされる動植物のすぐれた観察地です。その特色や

見どころを紹介します。

①　草花と樹木

《春を待つ花》

　まだ寒さのぬけない梅の香る時

期、畑の草地では、タンポポ、ハコベ、

ハハコグサ、ナズナ、ハルノノゲシ

などの草花が、早くから咲いていま

す。

　朝夕霧のかかる谷間の片隅に純白

ウバメガシ コジイ林

タンポポ
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の花をつけるバイカオウレン、その周辺で白い小花をつけるセントウソ

ウ、山すその畦の草むらにそっと顔をのぞかせるアマナ、面白い模様の

まるい葉をつけ、その根元に花を咲かせるアツミカンアオイ、花ではな

く胞
ほう

子
し

の塊
かたまり

をつけるオオハナワラビ、京阪神より一ヶ月以上も早くから

このように可憐な花を見ることができます。

ハハコグサ バイカオウレン

アツミカンアオイ オオハナワラビ

アマナ
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《春の山の花》

　山道の春は、アセビの白い花やヒカ

ゲツツジの黄緑の花で始まります。

　ヒカゲツツジは他の地方では少なく

とも標高 700 ｍ以上でないと見られな

いのに、ここではどういうわけか、数

十メートルの山すそから、ごく普通に

見ることができます。

　紀南地方にもっとも多いモチツツジ

は、乾燥した尾根部や岩場に生えてい

ます。花期が定まらずに一年中少しず

つ花をつけていますが、やはり春がもっ

とも多く、いたるところで桃色の大き

な花を誇っています。この花のガクや

新芽には “ とりもち ” のような粘液が

出ているため、そこに小さな虫がたく

さんついて死んでいます。

　ツバキやスミレも春の花ですが、田

辺ではよく真冬から咲きます。よく見

られるスミレは、タチツボスミレ、コ

スミレ、スミレ、シハイスミレ、ツボ

スミレなどで、よい香りのするニオイ

タチツボスミレも見られます。

ヒカゲツツジ

ツバキ

モチツツジとナガサキアゲハ

タチツボスミレ
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《初夏の花》

　ヤマザクラの花が散ると、山一面

に密生しているシイやウバメガシ、

アラカシ、ウラジロガシなどのカシ

類が一斉に花をつけます。

　山道付近にはオンツツジ、コバノ

ミツバツツジが、カマツカ、コバノ

ガマズミ、ネジキなどの木には小さ

な白い花が一斉に咲きはじめます。

卯
う

の花と呼ばれるウツギ、葉がまる

いマルバウツギ、糊
のり

の木と呼ばれる

ノリウツギなどは、よく目立つ存在

です。これらの花には多くの昆虫た

ちも集まります。

オンツツジ

ノリウツギ

カマツカ
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《夏の花》

　夏は花の少ない時期です。それでも、林緑の草地では、長くはびこる

センニンソウやボタンヅルなどが一面に白い花をつけます。また、キイ

センニンソウという紀伊の地名がついた植物も、同じような白い花を咲

かせています。

ボタンヅルキイセンニンソウ
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《秋に咲く花》

　秋はキクのシーズンです。ノコンギク、シラヤマギク、イナカギク、

アキノノゲシ、ヤマニガナ、ムラサキニガナ、ヤクシソウ、リュウノウ

ギクなど、多くの花が山道で見られます。

今では少なくなったオミナエシやリンドウ

も見られます。カシ類では珍しく秋に花を

咲かせるシリブカガシやススキに寄生する

ナンバンギセルなど、秋はいつも何かの花

に出会うことができるので楽しいです。ま

た、常緑樹のリンボクやバクチノキの枝に

白い穂のような花がつくのも、秋の照葉樹

林ならではの景観です。

バクチノキ（花）バクチノキ（幹）

ナンバンギセル

オミナエシ

シリブカガシ
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②　コケ植物

　コケ植物は、他の植物に比べるとなじみのうすい小さな植物ですが、

ルーペや顕微鏡を使って観察すると、いろんな形や色をもつ美しい植物

たちです。

　大きく蘚
せん

類
るい

、苔
たい

類
るい

、ツノゴケ類の３つのグループに分けられます。

　私たちが普段目にしている緑色の部分がコケ植物の体で、その上に子

孫を殖やすための胞
ほう

子
し

体
たい

をつけている時期もあります。コケの花と言わ

れることもありますが、蘚類は比較的長い期間、苔類やツノゴケ類は短

い期間しかつけていません。

　コケ植物は、塩分の濃い所を除き地球のあらゆる場所に生育していま

す。地上、岩上、樹上、水中など熱帯から高山まで、世界で２万種ほど、

日本でその約 10分の１が生育しています。

　紀伊半島でも南部は雨が多く、温暖でコケ植物は豊富なところです。

海岸よりも内陸部の湿度の高い渓流へいくと、多様なコケ植物がいろん

な所に生えています。野外では見過ごされたり、踏みつけられたりして

いる小さな植物ですが、手にとりルーペでじっくり観察すると、思わぬ

世界が広がります。

　ここでは、山間部で見られるコケ植物のいくつかを紹介しましょう。

種によって、様々な大きさがあり色も違っています。また生え方も異なっ

ていますので、注意すると野外でも次第にその違いがわかってくると思

います。

　ほとんどは常緑ですので年中観察することができます。中でも大形の

種もあり種類も多く、量的にも多い蘚類の方が苔類やツノゴケ類よりも

目につきやすいでしょう。
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オオウロコゴケ（苔類）：地上や土のたまっ

た岩に生えます。苔類としては大きな

方ですが、あまり目立ちません。

オオシラガゴケ（蘚類）：乾燥した地上や

岩上に生え、大形で白っぽくすぐに目

につきます。

ギボウシゴケ（蘚類）：渓流でも日の当た

る岩場に生え、黒っぽい緑色の塊になっ

て見えます。

クシノハゴケ（蘚類）：岩上や地上、木の

根元などに生え、乾燥しても葉は茎に

くっつくことはなく、ひろがったまま

です。写真には茶色の胞子体が見えて

います。

ケゼニゴケ（苔類）：湿った地上や岩上に

生える大形のコケです。ゼニゴケの仲

間で、平たい葉の上にクモの巣のよう

な毛が生えているので野外でもすぐに

わかります。

オオシラガゴケ

ギボウシゴケ

クシノハゴケ

オオウロコゴケ

ケゼニゴケ
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トヤマシノブゴケ（蘚類）：渓流の岩上に

生育、シダ植物のシノブに似ています。

ナガエノスナゴケ（蘚類）：乾燥した岩上

に生え、水分を吸うと葉がひろがるの

で、写真とは全く異なる形になります。

ナガサキツノゴケ（ツノゴケ類）：湿った

地上や岩上に生えます。角のような胞

子体をつけ、熟すると先端から二つに

裂け、ねじれながら胞子を飛ばします。

ナガサキホウオウゴケ（蘚類）：常に水が

滴
したた

る岩上に生えます。少し大形のホウ

オウゴケも見られます。

トヤマシノブゴケ

ナガエノスナゴケ

ナガサキホウオウゴケ

ナガサキツノゴケ
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③　昆虫やクモ類

　田辺の山々は、昆虫やクモ類など小さな動物たちを観察するには手頃

な環境です。深い森林は少ないものの、自然林が広く残っていて、観察

には都合がいいのです。しかし、紀南地方の昆虫は熊野の自然の豊かさ

を反映しているだけに、簡単な図鑑などにのっていない種類が多いので

す。時間をかけて慎重に調べてください。昆虫など小さな動物を調べる

には、採集して標本を作り、くわしく調べることも大切です。ふるさと

自然公園センターなどの標本も参考にして下さい。

　採集にはネットで捕るだけでなく、枝や葉を叩
たた

いて白い布に落とすと

か、餌をしかけて集めるなど、いろいろな方法があります。もっとも大

切なことは自然の中で、どんな小さな虫でも、自分で見つけて、その生

活をよく観察することです。

　山道でまず目につくのはクモ類で、顔に

網がかかったり、枝葉の上に白い糸で網を

張っているからです。初夏に見られる黒と

黄色の横じま模様のクモはコガネグモで

す。秋によく見られるジョロウグモとよ

く混合されますが、現れる時期もその姿

も、かなり違います。大きいドーム状の網

を張るスズミグモは、紀南地方ではかなり

普通に見かける熱帯系のクモです。道端の

茂みの上に膜
まく

状
じょう

の網をつくり、その奥に糸

でトンネルをつくっているのはクサグモで

す。ほかにもカゴ状の網を張るヒメグモ類、

シートや皿形の網をつくるサラグモ類な

ど、網の形にはクモのグループによって特

徴があります。

コガネグモ

ジョロウグモ
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　網を張らないクモもたくさんいます。

ハエトリグモ類は草の上で餌を探して歩

き回っています。ワカバグモやハナグモ

は、葉の先でじっと待ち伏せをします。

④　両生類・爬
はちゅう

虫類

　山間部にすむ両生類や爬虫類には次の

ようなものがあります。

コガタブチサンショウウオ：森林の落ち

葉の下にすみ、春に源流域の小さな流

れに産卵し、そこで幼生が育ちます。

タゴガエル：森林にすみ、春早く渓流沿

いの岩穴から、独特の鳴き声が響くよ

うに聞こえてきます。

ヤマアカガエル：１月から２月の寒い時

期に水田跡などの浅い水たまりに卵
らん

塊
かい

を産みます。

シュレーゲルアオガエル：緑色の美しい

カエルで、４月ごろ水田の畦に穴をつ

くって泡状のような白い卵塊を産みま

す。

ワカバグモ

コガタブチサンショウウオ

タゴガエル

ヤマアカガエル

シュレーゲルアオガエル
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タカチホヘビ：朽ち木の中などのミミズ

を食べます。

シロマダラ：昼間はなかなか見つかりま

せんが、時には物陰にひそんでいるの

を見かけることもあります。

ヤマカガシ：山でも水田でもよく見かけ

るヘビで、のどのところが黄色くなっ

ています。このヘビの奥歯には毒があ

り、また、首を強く押すと皮膚から毒

液が出ますから注意してください。

マムシ：猛毒のヘビとして有名で、卵で

産まずに子供を産むヘビです。

　この他にヒバカリ、ジムグリ、アオダ

イショウ、シマヘビ、カナヘビ、クサガメ、

ニホンイシガメなども見られます。

シロマダラ

ヤマカガシ

マムシ

ヒバカリ カナヘビ

クサガメ ニホンイシガメ
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⑤　鳥類・哺
ほにゅう

乳類

　田辺では野鳥の観察は冬の方が適しています。暖かい紀南地方は、鳥

の冬越しに条件が整っているからでしょう。照葉樹林の多い地域では、

この傾向が一般的であると考えてください。しかし、山間部では春から

営
えい

巣
そう

して繁殖する野鳥もかなりいるため、この地域は年間を通じて、比

較的多くの種類を観察することができます。

　春から夏に普通に見られるのは、ウグイス、ヒガラ、ヤマガラ、エナガ、

ホオジロ、モズ、キジバト、ヤマドリなどの留
りゅう

鳥
ちょう

と、センダイムシクイ、

ホトトギス、サシバ、ツバメ、アマツバメなどの夏鳥です。コジュケイ

は外来種ですが、みかんや梅の畑に住み春と秋に「チョットコイ」と鳴

いています。冬鳥のルリビタキやシロハラ、アオジなどは北へ帰る前に

美声を聞かせてくれます。

《観察コース》

⑴　稲成町のふるさと自然公園センターから龍神山への農道を登り、終

点から徒歩で尾根づたいに龍神山の山頂へ

⑵　上秋津の左
さ

向
こ

谷
だに

の農道を車で登り、終点から登山道で谷を西側に詰

めて龍神山の山頂へ

⑶　同じ左向谷の終点から谷を東側に詰めて、岩尾根を登って三星山の

山頂へ

ウグイス ヒガラ ヤマドリ
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←

←

←

←

P
P

P

P
ふるさと自然公園センター

⑴コース

⑵コース

⑶コース
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⑷　奇絶峡から不動の滝の上に出て、尾根を登って高尾山の山頂へ

⑸　上野から㈱NTT ドコモ槇山無線中継所管理道を歩いて槇山の山頂まで
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以上が一般的なものです。

　高尾山へは山頂近くまで車で登れますから、山頂付近で時間をかけて

バードウォッチングするのも、また楽しい試みだと思います。崖地では

ハヤブサの子育てが見られます。

　哺乳類では、この地域には和歌山県

下で知られているものの大部分がすん

でいます。ニホンザル、ニホンカモシ

カ、ホンシュウジカ、イノシシなどの

大形の哺乳類をはじめ、キツネ、タヌキ、

アナグマ、テン、ニホンイタチ、ムサ

サビなど中形の哺乳類もいます。この

中で、ニホンカモシカは特別天然記念

物として保護されています。また、ニ

ホンイタチは山間部に生息しています

が、海岸線から市街地や農耕地の一帯

は、帰化したチョウセンイタチが多く

なってきました。

ニホンイタチ

チョウセンイタチ

ムササビタヌキの糞シカの糞


